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機能の概要
Ariba Network による重複アカウントのチェック
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機能の概要
説明: Ariba Network による重複アカウントのチェック

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ロータッチ/容易

グローバル

Ariba Network、サプライヤ登録 (オンボーディング) この機能は、Ariba Network を使用しているサプライヤ
(新規および既存) に対して自動的にオンになっており、即
時に使用できます。機能の一部では、サプライヤによる設
定が必要になります。

電子メールドメイン登録 (およびブロック) は、「検証済み
のユーザー電子メール」からの電子メールドメインおよび
非公開ドメインにのみ適用されます。

Ariba アプリケーション (Sourcing、Supplier Lifecycle and 
Performance、Ariba Buying) を介して、またはバイヤー
によるネットワークでの直接の参加依頼を介してサプラ
イヤをオンボーディングするバイヤー企業が、サプライヤ
側の担当者を使用してプロセスを開始する場合がありま
す。サプライヤ側の担当者が既存のアカウントがあるこ
とを覚えていない場合、または組織内のほかのユー
ザーによって作成されたサプライヤアカウントを認識して
いない場合、サプライヤ側の担当者が新しいアカウント
を作成し、その結果、アカウントの重複が発生することが
あります。一方で、サプライヤ側の担当者はバイヤーの
依頼に対応できる必要があり、Ariba Network の登録プ
ロセスでブロックされないようにする必要があります。

この機能により、Ariba Network アカウント登録プロセス
で、スタンダードアカウントとエンタープライズアカウントの
両方、および Ariba Discovery で作成されたアカウント
(ウォークアップ登録と呼ばれるもの) について、重複アカ
ウントチェックが行われます。ユーザーがログインページ
から直接既存のサプライヤアカウントを検索することもで
きます。

さらに、サプライヤは、電子メールドメインを「登録」するこ
とで、新しいアカウントが作成されたり、このような登録電
子メールドメインを使用して新しい関係が確立されたりし
た場合に通知を受け取ることができます。また、任意で、
新しいアカウントを使用している新しい履行関係をブロッ
クするかどうかを選択することができます。

重複アカウントレコードを減らし、バイヤーがサプライヤと
簡単に関係を構築できるようになる利点があります。

サプライヤ側のアカウント管理が改善され、特に統合への
投資をさらに活用することができます。

重複チェックはソーシングフローに対して「非侵入」です。
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機能の概要 - 詳細な機能情報
説明: 重複アカウントのチェック

検索による重複アカウントのチェック
サプライヤは、新しいアカウントを登録する前に、既存の登録済みサプライヤアカウントを検索することができます。サプライヤ組織を表している可能性がある既存のアカウントが
見つかった場合 (さらに、独自のユーザーログインを作成していない場合)、ユーザーはアカウントプロファイルを確認し、アカウント管理者に連絡 (してユーザーアカウントを依頼) 
することができます。
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機能の概要 - 詳細な機能情報
説明: 重複アカウントのチェック

特殊なコラボレーション依頼時のドキュメント詳細による重複アカウントのチェック
サプライヤが注文書、ソーシング参加依頼、またはその他の特殊なコラボレーション依頼を受け取り、処理リンクをクリックすると、Ariba Network では、ドキュメントからのサプライ
ヤ詳細に基づいて自動的に重複チェックが実行され、一致するアカウントが表示されます。サプライヤがアカウントのいずれかを自分のアカウントとして認識した場合、直接ログ
インすることができます*。それ以外の場合は、アカウント管理者に問い合わせることができます。

[* この場合、非ソーシング関連のオンボーディングフローの管理ユーザーが必要です。]
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機能の概要 - 詳細な機能情報
説明: 重複アカウントのチェック

バイヤーによる参加依頼の一致による重複アカウントのチェック
サプライヤがバイヤーからの参加依頼を受け取り、[承認] をクリックすると、Ariba Network では、バイヤーからのサプライヤの詳細に基づいて自動的に重複チェックが実行され
ます。サプライヤがアカウントのいずれかを自分のアカウントとして認識した場合、直接ログインすることができます*。それ以外の場合は、アカウント管理者に問い合わせること
ができます。[* この場合、非ソーシング関連のオンボーディングフローの管理ユーザーが必要です。]
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機能の概要 - 詳細な機能情報
説明: 重複アカウントのチェック

電子メールドメイン登録による重複アカウントのチェックおよび通知 (1)
サプライヤは電子メールドメインを「登録」することで、新しいアカウントが作成されたり、登録した電子メールドメインを使用して新しい関係が確立されたりした場合に通知を受け
取ることができます。ユーザーが権限 [ID 登録へのアクセス] で登録できるのは、検証済みユーザーの電子メールおよび未公開の電子メールドメインのみです。
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機能の概要 - 詳細な機能情報
説明: 重複アカウントのチェック

電子メールドメイン登録による重複アカウントのチェックおよび通知 (2)
新しいサプライヤが新しいアカウントを登録する際、そのアカウントに一致する登録済みの電子メールドメインが存在する場合は、新たに登録されたサプライヤアカウントについ
て、アカウントが一致したアカウント管理者に通知が送信されます。新たに登録されたサプライヤは、引き続きアカウントを使用できます。ブロックされることはありません。
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機能の概要 - 詳細な機能情報
説明: 重複アカウントのチェック

電子メールドメイン登録による重複アカウントのチェックおよび通知 (ブロックあり)
サプライヤは、電子メールドメインを「登録」することができ、購買 (履行) の取引開始依頼中に作成された新しいアカウントをブロックするかどうかを選択することができます。
サプライヤが、ブロックオプションが有効化されている登録済みの電子メールドメインに一致する電子メールを使用して新しいアカウントを登録すると、その登録プロセスはブロッ
クされます。サプライヤは登録済みの電子メールドメインに関連付けられているサプライヤアカウントの管理者に連絡して、新しいアカウントの登録が望ましいのか、サプライヤ
が既存のアカウントのサブユーザーになる必要があるのかを解決する必要があります。
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本書のいかなる部分も SAP SE または SAP 関連会社の明示的許可なしに、いかなる形式、目的を問わず、複写、または送信することを禁
じます。

本書に記載された情報は、予告なしに変更されることがあります。SAP SE がライセンスする、またはその頒布業者が頒布するソフトウェア
製品には、他のソフトウェア会社の専有ソフトウェアコンポーネントが含まれています。製品仕様は、国ごとに変わる場合があります。

これらの文書は SAP SE または SAP 関連会社が情報提供のためにのみ提供するもので、いかなる種類の表明および保証を伴うものでは
なく、SAP またはその関連会社は文書に関する誤記・脱落等の過失に対する責任を負うものではありません。SAP または SAP 関連会社
の製品およびサービスに対する唯一の保証は、当該製品およびサービスに伴う明示的保証がある場合に、これに規定されたものに限られ
ます。本書のいかなる記述も、追加の保証となるものではありません。

特に、SAP SE またはその関連会社は、本書または関連文書に概説された事業の実現、またはそこに記載されたいかなる機能の開発また
はリリースに対する義務も負いません。本書、関連プレゼンテーション、および SAP SE またはその関連会社の方針および予定されている
将来の開発、製品、またはプラットフォームの方向性および機能は、すべて変更される可能性があり、SAP SE またはその関連会社は随
時、理由の如何を問わずに事前の予告なく変更できるものとします。本書に記載された情報は、いかなる品目、コード、または機能の提供
の確約、保証、または法的義務を表すものではありません。将来の見通しに関する記述はすべて、さまざまなリスクや不確定要素を伴うも
のであり、実際の結果は、予測とは大きく異なるものとなる可能性があります。こうした予測に基づく表明は、読者には過大に信頼しないよ
う注意していただく必要があります。また、こうした表明を購入時の意思決定における根拠とすることも望ましくありません。

SAP、ならびに本書に記載するその他の SAP の製品およびサービスは、そのそれぞれのロゴとともに、ドイツおよびその他の国々におけ
る SAP SE (または SAP 関連会社) の商標または登録商標です。本書に記載されたその他すべての製品およびサービス名は、それぞれ
の企業の商標です。

商標に関する情報および表示の詳細については、www.sap.com/copyright をご覧ください。
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